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1 ．問題・目的
　近年、若者の就業に関わる社会状況は日々
変化している。厚生労働省による大学生の社
会的自立・職業的自立に関する調査１）では、
平成24年３月に大学を卒業した学生の就職率
は93.6％となっており、前年同期比で2.6ポイ
ントの増加がみられたと報告されている。一
方、若者を取り巻く就業問題として、失業率
の高さ、早期離職問題、非正規雇用者の増加
などが指摘されており、大学卒業者において
も、進路不決断・進路未決定の問題をはじめ
多くの課題が存在する。これらの背景には、
雇用状況そのものの厳しさに加え、多様な生
き方が選択可能である現代において典型的な
生き方のモデルを見出すことが困難となった
こと、そのため学生自らが自分自身の将来像
を模索し、具現化していかなければならなく
なったことなどが要因として挙げられる。
　これらの課題を背景として、各発達段階に
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応じたキャリア教育が求められており、卒業
後にはその大多数が就労を目指す大学生に対
するキャリア教育についても、その必要性
が強く認識されるようになっている。実際
に、2011年にはキャリア教育を適正に位置づ
けること（キャリアガイダンス）が大学設置
基準の１つに含まれるようになった（山本、
2011）２）。
　では、大学におけるキャリア教育にはどの
ようなことが求められているのであろうか。
文部科学省（2012）３）によると、キャリア教
育においては、職業観・就労観および職業に
対する知識や技能の育成とともに、自己理解
や職業選択における主体性など就労に向けて
その前提ともなる基礎的能力を育成していく
ことが必要であると述べられている。さらに
その内容は、単なる就職支援ではなく、各大
学の教育目的に沿った形での実践として求め
られており、実際に各学部、学科等の特徴に
応じたキャリア教育の在り方が模索され、そ
れらの効果を検証する実証的研究も進められ
ている。
　森山（2007４）；2008５））は、キャリア教育
を「自分の人生を主体的に自分で選び、その
結果を享受すること、結果の責任を担うとい
う自覚を促すことであり、自己決定・自己責
任の原則を再認識させることである」と定義
し、これらの考えをもとにキャリアレディネ
ス尺度を開発している。下位領域として「関
心性」「自立性」「計画性」の３つを設け、項
目を作成し、大学１年生から３年生のキャリ
ア教育にあたる科目の受講生を対象とした調
査から教育の効果測定を試みている。その結
果、４月（授業開始前）から７月（授業終了
時）にかけてキャリアレディネスの得点が上
昇する傾向がみられたこと（森山、2008）５）、
中でも大学１年生のキャリア意識の伸びが最
も大きいこと（森山、2007）４）が示され、と
りわけ低学年からの教育的介入の有効性が指
摘されている。
　以上の森山（2007４）；2008５））の知見をふ
まえ、河西・田仲・吉森・梅谷・中山・和田
（2012）６）は、大学１年生に対するキャリア
教育の導入にあたり、福祉系大学１年生の入
学直後のキャリア意識を報告している（第１
報）。そこでは、前述のキャリア意識の３領
域（関心性、自立性、計画性）のうち、自立
性の得点が最も高く、計画性の得点が最も低
いという結果が得られている（自立性＞関心
性＞計画性）。
　本稿では、河西ら（2012）６）に続く第２報
として、１年間のキャリア教育を経た学生に
対する第２回目の調査を実施し、教育介入前
と教育介入後のキャリア意識を比較すること
を通して大学１年間のキャリア意識の変化に
ついて検討することを目的とする。
2 ．研究方法
調査概要
　K 大学社会福祉学部の１年次の必修科目で
ある「キャリア演習Ⅰ（前期）」および「キャ
リア演習Ⅱ（後期）」を履修している H キャ
ンパスの2012年度入学の学生（80名）を対象
に質問紙調査を実施した。
　本調査は K 大学の１年生を対象とした調
査研究の第２回目にあたり、調査内容は、
2012年４月に実施された第１回目調査（以下
「調査１」と記載；河西ら、2012）６）に準ずる。
カリキュラムの特徴
　本調査対象学生のカリキュラムは、社会福
祉士の受験資格をベースとして、さらに各専
門分野に応じた資格取得を目指す構成となっ
ている。特に１年生では学科・コースごとに、
資格取得を念頭に置いた履修指導を行ってお
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り、１年次より資格取得に関する科目も含ま
れている。
キャリア演習Ⅰおよびキャリア演習Ⅱの授業
概要
　キャリア演習Ⅰ（前期）およびキャリア演
習Ⅱ（後期）の授業概要は以下の通りである。
　まずキャリア演習Ⅰの到達目標を、①自分
自身への理解を深めるための客観的な自己分
析ができる、②他者と円滑なコミュニケー
ションを図ることができる、③自己 PR がで
きる、とした。次にキャリア演習Ⅱの到達目
標については、①現代の大学生を取り巻く社
会状況を理解することができる、②自分自身
のキャリアや将来像について理解を深めるこ
とができる、とした。
　これらの到達目標に基づき各学科・コース
の授業で取り組みが行われた。表１に、その
一部を記載する。なお、キャリア演習Ⅰ・キャ
リア演習Ⅱの授業は、健康スポーツコミュニ
ケーション学科、生活医療福祉学科介護コー
ス、生活医療福祉学科生活医療福祉・保育コー
ス、臨床福祉心理学科の４クラスに分かれて
実施された。また、全学科共通のテキストと
して、「自分のキャリアを自分で考えるため
のワークブック（2005、小野寺博之著、日本
能率協会マネジメントセンター）」７）を指定
し、前述の取り組みのうち、主に自己理解に
関わる授業回で使用した。
調査対象者
　2012年度後期に開講された「キャリア演習
Ⅱ」の最終授業回に、４クラスの学生（80名）
を対象に質問紙調査を実施した。得られた回
答数は75名（回収率93.8％）であった。
調査時期
　2013年１月
調査内容
　フェイスシートでは、性別、年齢、居住形
態（自宅、学生寮、アパート等での１人暮ら
し）についてたずねた。
　キャリア意識についてはキャリアレディネ
スを測定するための９項目を用いた。本調査
で用いた９項目は森山（2007）４）による職業
キャリアレディネス尺度27項目を参考に作成
されている。項目内容には、キャリアに対す
表 １ 　キャリア演習Ⅰ・Ⅱの取り組み内容の例
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る「関心性（３項目）」「自立性（３項目）」
「計画性（３項目）」の３領域が含まれている。
各項目について、「非常に当てはまる（５点）」
から「まったく当てはまらない（１点）」の
５件法で回答を求めた。それぞれ得点が高い
ほど、関心性、自立性、計画性の意識が高い
ことを意味する。
３ 　 結果と考察
分析対象者
　調査協力が得られた75名のうち、キャリア
意識の回答に不備がみられた者および調査１
と調査２の両時点のデータが揃っていない者
を除外し、最終的に71名を分析対象とした。
各学科・コースの分析対象者の内訳を表２に
示す。
　分析対象者の平均年齢は18.90歳（SD ＝
2.42）であった。居住形態については、自宅
35名（49.3％）、学生寮21名（29.6％）、アパー
ト等での１人暮らし12名（16.9％）、無回答
３名（4.2％）であった。
キャリア意識
　まず、対象者全体のキャリア意識の回答結
果を表３に示す。
　これをみると、キャリア意識の３つの領域
のうち、自立性に関する項目が高い得点を示
しており、中でも「これからの人生は、自分
で責任を持って生きていきたい」に対する回
答が最も得点が高かった。また関心性の項目
である「今後の人生設計のための参考となる
話には、耳を傾けるようにしている」「人生
設計や生き方について、とても関心がある」
の２項目は自立性の項目に次いで高い得点を
示していた。これらの結果からは、自分自身
表２　分析対象者の内訳
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表３　キャリア意識に関する９項目の回答結果（全体Ｎ＝71）᪸؏
3.75 (0.79) 3.87 (0.84)
4.11 (0.69) 4.04 (0.84)
3.54 (1.11) 3.56 (1.02)
4.24 (0.73) 4.15 (0.82)
4.37 (0.87) 4.34 (0.88)
4.06 (0.92) 4.13 (0.79)
3.44 (1.04) 3.49 (1.03)
3.56 (0.97) 3.46 (1.00)
3.37 (0.99) 3.31 (0.87)
ᘙᲭųǭȣȪǢॖᜤƴ᧙Ƣǔ9᪮ႸƷׅሉኽௐᲢμ˳ NᲷ71Უ ᇹ2ׅႸᲢ੉ಅኳʕ଺Უ᪮Ⴘϋܾ᧙ࣱ࣎ (1) ʴဃᚨᚘǍဃƖ૾ƴƭƍƯŴƱƯǋ᧙࣎ƕƋǔŵ(2) ʻࢸƷʴဃᚨᚘƷƨǊƷӋᎋƱƳǔᛅƴƸŴ᎚ǛͼƚǔǑƏƴƠƯƍǔŵ
(3) ᐯЎƸŴ˴ƷƨǊƴဃƖƯƍƘƷƔჇгƴᎋƑƯƍǔŵ ᇹ1ׅႸᲢ੉ಅ᧏ڼ଺Უ࠯ר͌Ტ೅แ͞ࠀᲣᐯᇌࣱ (4) ᐯЎƷʴဃƸŴᐯЎưЏǓ᧏ƍƯƍƖƨƍŵ(5) ƜǕƔǒƷʴဃƸŴᐯЎưᝧ˓ǛਤƬƯဃƖƯƍƖƨƍŵ
(6) ʴဃǛΪܱƞƤǔƨǊƴƸŴ˴ʙƴǋᆢಊႎƴȁȣȬȳǸƠƯƍƖƨƍŵᚘဒࣱ (7) ᐯЎƸŴݩஹƲƏဃƖƯƍƘƷƔφ˳ႎƴᚘဒǛᇌƯƯƍǔŵ(8) ƲƏဃƖƯƍƘƔଢᄩƳႸ೅ǛਤƬƯƍǔŵ
(9) Ⴘ೅Ǜᢋ঺ƢǔƨǊƴŴƢưƴӕǓኵǜưƍǔƜƱƕƋǔŵ
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表４　キャリア意識に関する９項目の回答結果（健康スポーツコミュニケーション学科）Ｎ＝27
表６　キャリア意識に関する９項目の回答結果（生活医療福祉学科　介護コース）Ｎ＝21
表５　キャリア意識に関する９項目の回答結果（生活医療福祉学科　生活医療福祉・保育コース）Ｎ＝11
 ᪸؏ t͌ ᳪ
4.07 (0.62) 4.04 (0.59) 0.27
4.19 (0.68) 4.15 (0.77) 0.21
3.78 (0.89) 3.67 (0.83) 1.00
4.30 (0.67) 4.41 (0.57) 1.36
4.63 (0.56) 4.63 (0.63) 0.00
4.33 (0.73) 4.30 (0.72) 0.33
3.70 (0.95) 3.74 (0.94) 0.27
3.63 (1.01) 3.63 (0.97) 0.00
3.41 (0.84) 3.41 (0.80) 0.00(9) Ⴘ೅Ǜᢋ঺ƢǔƨǊƴŴƢưƴӕǓኵǜưƍǔƜƱƕƋǔŵ
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(4) ᐯЎƷʴဃƸŴᐯЎưЏǓ᧏ƍƯƍƖƨƍŵ(3) ᐯЎƸŴ˴ƷƨǊƴဃƖƯƍƘƷƔჇгƴᎋƑƯƍǔŵ
(7) ᐯЎƸŴݩஹƲƏဃƖƯƍƘƷƔφ˳ႎƴᚘဒǛᇌƯƯƍǔŵ(1) ʴဃᚨᚘǍဃƖ૾ƴƭƍƯŴƱƯǋ᧙࣎ƕƋǔŵ(5) ƜǕƔǒƷʴဃƸŴᐯЎưᝧ˓ǛਤƬƯဃƖƯƍƖƨƍŵ᧙ࣱ࣎ᐯᇌࣱᚘဒࣱ
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(2) ʻࢸƷʴဃᚨᚘƷƨǊƷӋᎋƱƳǔᛅƴƸŴ᎚ǛͼƚǔǑƏƴƠƯƍǔŵ
(6) ʴဃǛΪܱƞƤǔƨǊƴƸŴ˴ʙƴǋᆢಊႎƴȁȣȬȳǸƠƯƍƖƨƍŵ
(8) ƲƏဃƖƯƍƘƔଢᄩƳႸ೅ǛਤƬƯƍǔŵ
᪸؏ t͌ ᳪ
3.18 (0.87) 3.55 (1.04) 1.30
4.00 (0.77) 3.64 (1.03) 1.17
2.91 (0.70) 3.27 (1.27) 1.30
4.18 (0.75) 4.00 (1.18) 0.52
3.73 (1.42) 3.82 (1.25) 0.43
3.82 (0.75) 3.73 (1.01) 0.43
3.36 (0.67) 3.73 (0.90) 1.49
3.55 (0.69) 3.64 (1.12) 0.27
3.27 (0.79) 3.45 (0.93) 1.00
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 ᪸؏ t͌ ᳪ
3.43 (0.68) 3.81 (0.81) 2.02 p䠘.10
4.14 (0.73) 4.10 (0.77) 0.24
3.43 (1.40) 3.67 (1.02) 0.79
4.24 (0.83) 3.90 (0.89) 1.92
4.38 (0.74) 4.10 (0.94) 1.30
3.81 (1.25) 4.14 (0.73) 1.23
3.10 (1.30) 3.14 (0.96) 0.18
3.43 (1.08) 3.10 (1.00) 1.38
3.38 (1.12) 3.19 (0.87) 0.62
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の生き方やキャリア形成に対して、意識の面
では主体的・積極的な姿勢を持っていること
が推察される。
　このような自立性および関心性の２項目の
得点の高さに対して、計画性については３つ
の領域の中では得点が低い傾向にあり、その
中でも「目標を達成するためにすでに取り組
んでいることがある」は、最も低い得点であっ
た。加えて、関心性の中の１項目である「自
分は何のために生きていくのか、真剣に考え
ている」についても、低い得点傾向を示して
いた。以上、全体の結果では、調査１（河西
ら、2012）6）とほぼ同様の傾向が示された。
　次に、授業開始時と授業終了時でキャリア
意識に違いがみられるかを検討するため、ク
ラスごとに調査１と調査２のキャリア意識の
各項目について、対応のあるt 検定を行った。
その結果、生活医療福祉学科介護コースにお
いて関心性の中の１項目「人生設計や生き方
について、とても関心がある」に有意傾向（p
＜ .10）がみられた以外、２時点でのキャリ
ア意識に有意な差はみられなかった（表４か
ら表７）。
　このように、いずれの学科・コースにおい
ても、２時点でのキャリア意識にはほぼ違い
がみられず、１年間のキャリア教育を経たこ
とによる意識変化がみられないという結果が
得られた。これらの結果について、以下に考
察を述べる。
　まず、今回測定したキャリア意識の３つの
領域のうち、主体性の項目に関しては、２時
点ともに得点が高かったことから、対象者の
学生は、入学時点からすでに高い主体性の意
識をもち、その意識を高い状態で維持してい
たことが考えられる。「自分の行動に責任を
持って生きていきたい」「自分の人生は自分
で切り開いていきたい」といった意識は、青
年期における「自立」のテーマを反映したも
のであると考えられ、高い得点傾向を示した
ことは理解できる。また、これらの意識につ
いては、個人のパーソナリティや生き方の志
向が反映されていることも考えられ、個人の
比較的安定した次元が回答に影響を与えてい
たために、１年間での変化が見られなかった
可能性も考えられる。
　それに対して計画性および関心性の一部の
項目については、調査１の結果と同様に、低
い得点傾向を示しており、これらの結果は森
山（2007）４）の結果とも一致するものであっ
た。また、本研究の教育前後の２時点での比
較においても意識変化は認められなかった。
これらの結果について、その項目内容に着目
表７　キャリア意識に関する９項目の回答結果（臨床福祉心理学科）Ｎ＝12᪸؏ t͌ ᳪ
4.25 0.62 3.92 1.16 1.00
4.17 0.58 4.08 0.90 0.32
3.92 1.16 3.42 1.24 1.39
4.25 0.75 4.17 0.72 1.00
4.67 0.49 4.58 0.51 0.43
4.25 0.75 4.08 0.79 0.80
3.83 0.83 3.33 1.30 1.32
3.75 0.97 3.58 0.90 0.52
3.42 1.16 3.17 1.03 0.64
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すると、まず「これから先の人生をいかに生
きるか」「自分は何のために生きていくのか」
といった問いについては、アイデンティティ
に関わる課題を意味しており、自らの生き方
を確立していく途上にある者においては、こ
れらの問いに対してまだ十分な答えを持って
いないことが低い得点傾向に結びついたこと
が考えられる。つまり、大多数が青年期にあ
る今回の対象者においては、自らのアイデン
ティティを模索している段階にあるために、
「いかに／何のために生きるか」といった抽
象的な問いに対しては比較的低い評定となっ
たことが推察される。また、本研究の結果か
らは、目標達成に向けて具体的に計画を立て
たり取り組んだりしているという意識も低い
ことが示された。これらを前述の自立性の意
識の高さと併せて考えると、学生自身の意識
として、責任をもって主体的に生きていきた
いという自立に向けた願望は強く持っている
ものの、その意識を行動レベルで具体化でき
ているという実感には十分に結びついていな
いことがうかがえる。このような傾向は入学
時から見られることから（河西ら、2012）６）、
大学１年間を通して学生が抱える課題である
ことが示唆された。
　このように、学生自身の意識の面では志向
と現実的な行動の間にギャップがあることが
うかがえる一方、前述したように今回の対象
者は、資格取得に向けたカリキュラムに沿っ
て単位を取得することで客観的にはキャリア
形成が進行していることが指摘される。それ
にも関わらず、学生自身の実感には必ずしも
結びついていないことから、そこでは学生自
身の学び対する主体性や自己選択の意識が十
分に発揮されていない可能性が考えられる。
このような可能性をふまえ、キャリア教育に
おいては、大学１年次からの学びが資格取得
や将来の進路・職業選択に結びついていくこ
とを伝えることで、学生が自分自身の学びを
振り返り積極的に意味づけていく機会を設
ける必要があるのではないかと考えられる。
大学4年間のキャリア意識の違いをとらえた
五十嵐（2012）８）は、４年次の就職活動等の
経験がキャリア意識に大きな変化をもたらす
ことを指摘しているが、それらに至るまでの
将来像の模索や学習へのモチベーションの維
持・向上という意味においては、初年次から
のキャリア教育が学習の振り返りや統括の場
として機能していくことが望ましいのではな
いかと考えられる。またこれらが、本研究で
示されたような学生自身の意識の中での志向
と行動とのギャップを埋めていくことにもつ
ながるのではないかと考えられる。
　最後に、今後の研究課題として、キャリア
意識の変化についてその質的な側面を面接調
査等の方法を用いてとらえていくことが挙げ
られる。同時に、授業での取り組みに関する
感想・要望等の情報を得ることによって、学
生の社会的・職業的自立に向かう意識をキャ
リア教育の中でいかに具体化していくのかに
ついて、今後も検討していきたい。
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